
令和３年度

中学校第２学年

数 学

注 意

１ 「始め」の合図があるまで，冊子を開かないでください。

２ 先生の指示があってから，組，出席番号，氏名を書いてください。

３ 問題は，１ページから９ページまであります。

４ 式や答えなどは，すべて解答用紙の所定の欄に，はっきりと書いて
らん

ください。

５ 解答は，できるだけ簡単な形で表してください。

６ 問題用紙のあいている場所は，自由に使用してもかまいません。

組 出席番号 氏 名

令和3年5月



－ 1 －

１ 次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

(1) 次の５つの数の中から，素数をすべて選びなさい。

１ ， ２ ， ６ ， ９ ， １３

(2) 一次方程式 ３ x ＝ x ＋８ の左辺と右辺それぞれの x に４を代入す
ると，次のような計算をすることができます。

３ x ＝ x ＋８ について，

x ＝４ のとき，

（左辺）＝３×４ （右辺）＝４＋８

＝１２ ＝１２

このとき，この方程式の解についていえることを，次のアからエま

での中から１つ選びなさい。

ア この方程式の解は１２である。

イ この方程式の解は４である。

ウ この方程式の解は４と１２である。

エ この方程式の解は４でも１２でもない。

(3) 次のアからエまでの中に，y が x の関数でないものがあります。そ
れを１つ選びなさい。

ア １枚８４円の切手を x 枚買ったときの代金は y 円である。
イ 縦の長さが x cm，横の長さが y cmの長方形の面積は２４cm２である。
ウ x 歳の人の身長は y cmである。
エ １個 x ｇのかんづめ６個を，２００ｇの箱に入れたときの全体の
重さは y ｇである。

(4) 点Ａは比例 y ＝－３x のグラフ上にあります。次の に当てはま

る数を求めなさい。

Ａ（２， ）



－ 2 －

２ あきらさんの家は弁当屋さんをしています。あきらさんは夏休みの

１週間，店の手伝いをしながら，弁当の販売個数などについて調べま

した。次の(1)・(2)の各問いに答えなさい。

(1) １個５００円の弁当 x 個，１個８００円の弁当 y 個を販売したとき，次
の①・②の各問いに答えなさい。

① 販売した弁当の代金の合計を，x と y を用いて表しなさい。

② 次の不等式はどのようなことを表しているか書きなさい。ただし，

「１個５００円の弁当の販売個数」，「１個８００円の弁当の販売個数」

という言葉を使って書くこと。

x ≧２ y

(2) あきらさんは，仮平均を使って，月曜日から日曜日までの弁当の販

売個数の平均を求めることを考えています。次の表は，１５０個を仮平

均として，販売個数が仮平均よりも多い場合は正の数，少ない場合は

負の数を使って，販売個数と仮平均との違いを表したものです。次の

①・②の各問いに答えなさい。

① 販売個数が最も多い日と最も少ない日との差は何個か，求めなさい。

② あきらさんは，【販売個数と仮平均との違い】の表をもとに，月

曜日から日曜日までの弁当の販売個数の平均を，次のように求めま

した。【あきらさんの平均の求め方】を完成させなさい。

【あきらさんの平均の求め方】

仮平均を１５０個とすると，

だから，月曜日から日曜日までの弁当の販売個数の平均は 個である。

【販売個数と仮平均との違い】

月 火 水 木 金曜 日 日土

仮平均との違い（個） ＋８ ０ ＋１０－１３ ＋１６＋２３－９



－ 3 －

３ かなみさんは，画用紙で円錐を作っています。次の(1)・(2)の各問
すい

いに答えなさい。

(1) 図１は底面の円の半径が６cm，高さが８cm，母線の長さが１０cmの

円錐の見取図で，図２はその展開図です。次の①・②の各問いに答えな

さい。

図１ 図２

① a の値を求めなさい。

② 円錐の側面になるおうぎ形のＰＱの長さを求めなさい。ただし，

円周率はπとします。

(2) かなみさんは，半径１２cmのおうぎ形を側面とする円錐を作ろうとし

ています。そこで，中心角がいろいろな大きさのおうぎ形を作り，そ

れらを側面とする円錐の底面の円について考えています。

Ｏ

Ｑ

㎝a
Ｐ

Ｏ

１０cm

６cm

８cm

円錐の側面を

作る

画用紙で

おうぎ形を作る

底面の直径を

測る

画用紙を

丸める



－ 4 －

かなみさんは，側面になるおうぎ形

の中心角の大きさ x ° と，底面になる
円の半径の長さ y cmの関係を調べ，次
のような表にまとめました。

y

半径の長さ y（cm）

かなみさんは，上の表から，x と y の関係が次の式で表されること
に気づきました。

次の①・②の各問いに答えなさい。

① 上の式は，x と y の間にある関係を表しています。その関係につ
いて，次のアからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア x と y は等しい。
イ y は x に比例する。
ウ y は x に反比例する。
エ x と y の関係は，比例，反比例のどちらでもない。

② かなみさんは，底面になる円の半径が８cmの円錐を作るために，

側面になるおうぎ形の中心角の大きさが何度になるかを考えていま

す。中心角の大きさと半径の長さの関係を表す上の【式】を用いる

と，中心角の大きさを求めることができます。この式を使って，中

心角の大きさを求める方法を説明しなさい。ただし，実際に何度に

なるかを求める必要はありません。

中心角の大きさ x（°） ９０ １２０ １５０ １８０

３ ４ ５ ６

y
３０

x

【式】

＝

cm

x°
１２cm



－ 5 －

４ 中学校２年生のこうたさんとみさきさんは，学習委員会に所属して

います。学習委員会では，期末テスト前の平日５日間における家庭で

の総学習時間（テスト前の家庭学習時間）について，全校生徒に調査

を行いました。次の(1)・(2)の各問いに答えなさい。

(1) ２人は，全校生徒のうち，２年生のテスト前の家庭学習時間を次の

ようにまとめました。次の①から③までの各問いに答えなさい。

① 【２年生のテスト前の家庭学習時間の度数分布表】において，度数

が最も多い階級の階級値を求めなさい。

② 【２年生のテスト前の家庭学習時間の度数分布表】において，２年

生のテスト前の家庭学習時間が４５０分未満の生徒の割合は，２年生

全体の何％か，求めなさい。

【２年生のテスト前の家庭学習時間の度数分布表】

階級（分）

１８０ ～ ２７０
以上 未満

２７０ ～ ３６０

３６０ ～ ４５０

４５０ ～ ５４０

５４０ ～ ６３０

６３０ ～ ７２０

７２０ ～ ８１０

８１０ ～ ９００

９００ ～ ９９０

合計

度数（人）

２

２

４

７

９

１２

７

５

２

５０

相対度数

０.０４

０.０４

０.０８

０.１４

０.１８

０.２４

０.１４

０.１０

０.０４

１.００

平均値 ５９４分

中央値 ６３０分

最頻値 ６６０分

最大値 ９３０分

最小値 ２１０分



－ 6 －

③ こうたさんのテスト前の家庭学習時間は６００分です。２年生５０人

の中で，テスト前の家庭学習時間がこうたさんより長い人が多いの

か，短い人が多いのかは，６００分をある値と比べることでわかりま

す。ある値を，次のアからオまでの中から１つ選びなさい。

ア 平均値

イ 中央値

ウ 最頻値

エ 最大値

オ 最小値

(2) みさきさんは，２年生と３年生のテスト前の家庭学習時間を比べて

みることにしました。そこで，調べたことをもとに，２年生と３年生

のテスト前の家庭学習時間の相対度数を度数分布多角形に表しました。

【みさきさんがつくった度数分布多角形】から，「３年生の方が２年

生より，テスト前の家庭学習時間が長い人の割合が多い傾向にある。」

と主張することができます。そう主張することができる理由を，【み

さきさんがつくった度数分布多角形】の２つの度数分布多角形の特徴

を比較して説明しなさい。

３年生

２年生

【みさきさんがつくった度数分布多角形】

（相対度数）

０

０.０５

０.１０

０.１５

０.２０

０.２５

（分）２７０１８０ ３６０ ９９０９００８１０７２０６３０５４０４５０ １０８０ １１７０

０.３０

１２６０



－ 7 －

５ たかしさんたちは，理科で学習した【光の反射の法則】を，図形の

性質を使って考えています。次の(1)・(2)の各問いに答えなさい。

【光の反射の法則】をもとにかかれた図１を使って，先生とたかしさ

んたちが，直線や角について話し合っています。

鏡に入る光 鏡ではね返った光
入射角 反射角

鏡

鏡の面に垂直な直線

【光の反射の法則】

光が鏡で反射するとき，入射角と反射角は等しい。

Ａ Ｂ

Ｈ
Ｐ

Ｓ

Ｑ
図１

先生

図１で，２直線ＰＱとＨＳは垂直です。このことを，

記号を使って表すとどうなりますか。

たかし

２直線ＰＱとＨＳが垂直であることは，

記号を使って，ＰＱ ① ＨＳと表します。

つまり，ＨＳはＰＱの ② です。



－ 8 －

(1) 会話中の ① ・ ③ に当てはまる記号をそれぞれ書きなさい。

また， ② ・ ④ に当てはまる最もふさわしいものを，次のアか

らエまでの中からそれぞれ１つずつ選びなさい。

ア 二等分線

イ 接線

ウ 垂直二等分線

エ 垂線

では次に，光を鏡に反射させて的に当てる実験を

してみましょう。

先生

あかり

ということは，ＨＳは∠ＡＨＢの ④

になっていますね。

図１で，入射角と反射角が等しいということは，

∠ＡＨＳ＝∠ ③ となります。

たかし

そうですね。では，入射角と反射角が等しいという

ことを，図１の記号を使って表すとどうなりますか。

先生



－ 9 －

(2) たかしさんたちは，図２のように，光を１枚の鏡に反射させて的に

当てる実験を行いました。このとき，点Ｒからの光が，直線ＫＬ上に

ある鏡の点Ｔの位置で反射して，的Ｘに当たりました。これまでの会

話の内容や図形の性質を利用して，図３に点Ｔを通る直線ＫＬを作図

しなさい。ただし，作図に使った線は消さずに残しておくこと。コン

パスや定規を持っていない場合は，作図の方法を文章で書きなさい。

図３

Ｔ

Ｘ

Ｒ

図２ 実験（真上から見た図）

Ｔ

鏡

的Ｘ

光

Ｋ

Ｌ

Ｒ


